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 肝外胆管結紮術 (BDL) による実験的胆管閉塞ニワトリで認められた肉冠の

萎縮について、肉眼的、組織学的あるいは免疫組織化学的に検討した。 

肉眼的に、BDL を実施したニワトリでは、肉冠の大きさが減少した。また血

清テストステロン値は、BDL ニワトリで低値を示した。萎縮した肉冠は、真

皮浅層における毛細血管径の減少、真皮中間層における酸性粘液の減少、表皮

胚芽層と真皮の菲薄化を組織学的特徴とした。免疫組織化学的には対照群で表

皮胚芽層、真皮浅層毛細血管内皮細胞、真皮中間層線維芽細胞の核に、アンド

ロジェンレセプター蛋白が発現していた。一方、BDL ニワトリではそれら陽

性細胞におけるアンドロジェンレセプター蛋白発現性が低下した。  

これらのことから肉冠の萎縮により影響を受ける細胞は、アンドロジェン標

的細胞と一致していることが示された。BDL ニワトリでは、肝疾患による一次

複合病として精巣の萎縮が生じ、それによる血清テストステロンの低値が、肉

冠の萎縮を引き起こすと考えられた。換言すれば、BDL ニワトリに認められた

肉冠の萎縮は、肝疾患により引き起こされた二次複合病と捉えられる。 
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マイクロシスチン（MCs）は7アミノ酸からなり、飲み水に含まれることがあ

るため、様々な動物の肝臓に悪影響を及ぼす可能性がある。しかし、MCsがト

リ肝臓のサイトカインおよびアポトーシス関連遺伝子に及ぼす影響に関する報

告は少ない。そこで本実験では、マイクロシスチン―ロイシン―アルギニン 

(MC-LR) を種々の濃度添加した培地で培養したニワトリ肝臓における炎症性

サイトカイン、アポトーシス関連分子および抗酸化分子の遺伝子発現を調べた。

メスニワトリから採取した肝臓の組織片を、0, 1, 10あるいは100 ng/mL MC-LR

を添加した培地で6時間培養した。組織から全RNAを採取して逆転写後定量PCR

を行い、炎症性サイトカイン (IL-1β, IL-6, IL-8, TNF sf15), アポトーシス関連分

子  (caspase-3), および抗酸化分子  ([catalase [CAT], glutathione peroxidase 

[GSH-PX] および superoxide dismutase [SOD])の遺伝子発現を調べた。また、培

養組織の切片を作製し、組織像を観察した。MC-LR を添加した区ではIL-1β, 

IL-8 および TNF sf15の遺伝子発現が容量依存的に減少する傾向が認められた

が各区間に有意差は認められなかった。100 ng/mL MC-LR添加区の IL-6発現は

1 ng/mL添加区に比べて有意に減少した。逆にアポトーシス関連分子および抗酸

化分子の遺伝子発現はMC-LR添加によって増加する傾向があったが、有意では

なかった。MC-LR添加区においては、細胞内に空胞が認められ、多数の細胞に

おいてネクローシスによる退行が認められた。以上の結果から、MC-LRの6時

間暴露によって少なくとも IL-6遺伝子の発現を変化させ、ニワトリ肝臓に悪影

響を及ぼす可能性が考えられた。 
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